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【年通号数】公開・登録公報2009-012
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月14日(2010.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１始動条件が成立したことに基づいて、各々が識別可能な複数種類の識別情報を可変
表示する第１可変表示手段と、第２始動条件が成立したことに基づいて、各々が識別可能
な複数種類の識別情報を可変表示する第２可変表示手段とを備え、前記第１可変表示手段
による識別情報の可変表示の表示結果が予め定められた特定表示結果となったとき、また
は、前記第２可変表示手段による識別情報の可変表示の表示結果が前記特定表示結果とな
ったときに、遊技者にとって有利な特定遊技状態に制御する遊技機であって、
　前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示の表示結果を前記特定表示結果とする
か否かを、当該識別情報の可変表示の表示結果が導出表示される以前に判定する第１事前
判定手段と、
　前記第２可変表示手段による識別情報の可変表示の表示結果を前記特定表示結果とする
か否かを、当該識別情報の可変表示の表示結果が導出表示される以前に判定する第２事前
判定手段と、
　前記第１事前判定手段の判定結果に応じて前記第１可変表示手段における識別情報の可
変表示を開始してから表示結果を導出表示するまでの第１可変表示時間と、前記第２事前
判定手段の判定結果に応じて前記第２可変表示手段における識別情報の可変表示を開始し
てから表示結果を導出表示するまでの第２可変表示時間とを設定する可変表示時間設定手
段と、
　前記第１及び第２可変表示手段それぞれによる識別情報の可変表示を開始してから表示
結果を導出表示するまでの経過時間を計測する時間計測手段と、
　前記時間計測手段による計測によって前記可変表示時間設定手段によって設定された可
変表示時間が経過したか否かを判定する計測判定手段と、
　前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示中に前記第１可変表示手段を表示制御
することにより、前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示の表示結果が前記特定
表示結果となることを予告する第１予告演出を実行する旨の決定と、前記第２可変表示手
段による識別情報の可変表示中に前記第２可変表示手段を表示制御することにより、前記
第１可変表示手段による識別情報の可変表示の表示結果が前記特定表示結果となることを
予告する第２予告演出を実行する旨の決定とを行う予告演出決定手段と、
　前記第１可変表示手段による可変表示を開始した後、前記計測判定手段により可変表示
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時間が経過した旨の判定がなされたときに、前記第１事前判定手段の判定結果に応じた表
示結果を前記第１可変表示手段に導出表示させ、前記第２可変表示手段による可変表示を
開始した後、前記計測判定手段により可変表示時間が経過した旨の判定がなされたときに
、前記第２事前判定手段の判定結果に応じた表示結果を前記第２可変表示手段に導出表示
させる可変表示制御手段と、
　前記予告演出決定手段によって前記第１及び第２予告演出を実行する旨の決定がなされ
たときに、前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示中において前記第１予告演出
を実行するとともに前記第２可変表示手段による識別情報の可変表示中において前記第２
予告演出を実行する制御を行う予告演出制御手段とを備え、
　前記時間計測手段は、前記第１可変表示手段に前記特定表示結果が導出表示され、かつ
、前記第２可変表示手段にて識別情報の可変表示が実行されているときに、前記第１可変
表示手段に前記特定表示結果が導出表示された第１の時点で前記第２可変表示手段による
識別情報の可変表示における経過時間の計測を中断し、前記第１可変表示手段にて前記特
定表示結果が導出表示されたことに基づく前記特定遊技状態が終了した第２の時点で経過
時間の計測を再開する計測中断再開手段を含み、
　前記予告演出決定手段は、
　前記第２可変表示手段による識別情報の可変表示を開始するときに、前記第２可変表示
手段による識別情報の可変表示中において前記第２予告演出を実行するか否かを決定する
第２予告演出決定手段と、
　前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示を開始するときに、前記第１事前判定
手段によって前記特定表示結果とする旨の判定がなされ、かつ、前記第２可変表示手段に
より実行中の識別情報の可変表示の表示結果を前記第２事前判定手段により前記特定表示
結果としない旨の判定がなされていたときに、前記第２予告演出決定手段によって当該識
別情報の可変表示中に前記第２予告演出を実行する旨に決定されているか否かを判定する
第２予告演出実行判定手段と、
　前記第２予告演出実行判定手段によって前記第２予告演出を実行する旨の決定がなされ
たと判定されたときに、前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示中において前記
第１予告演出を実行する旨の決定を行う第１予告演出実行決定手段と、を含む、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本願の請求項に係る遊技機は、第１始動条件（例えば普通入
賞球装置５Ａへの入賞によりステップＳ２０１にてＹｅｓと判定されたこと）が成立した
ことに基づいて、各々が識別可能な複数種類の識別情報（例えば特別図柄や飾り図柄）を
可変表示する第１可変表示手段（例えば第１可変表示装置４Ａや第３可変表示装置４Ｃ）
と、第２始動条件（例えば普通可変入賞球装置５Ｂへの入賞によりステップＳ２０６にて
Ｙｅｓと判定されたこと）が成立したことに基づいて、各々が識別可能な複数種類の識別
情報（例えば特別図柄や飾り図柄）を可変表示する第２可変表示手段（例えば第２可変表
示装置４Ｂや第４可変表示装置４Ｄ）とを備え、前記第１可変表示手段による識別情報の
可変表示の表示結果が予め定められた特定表示結果（例えば「３」または「７」を示す特
別図柄や大当り組合せの飾り図柄）となったとき、または、前記第２可変表示手段による
識別情報の可変表示の表示結果が前記特定表示結果となったときに、遊技者にとって有利
な特定遊技状態（例えば大当り遊技状態）に制御する遊技機（パチンコ遊技機１）であっ
て、前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示の表示結果を前記特定表示結果とす
るか否かを、当該識別情報の可変表示の表示結果が導出表示される以前に判定する第１事
前判定手段（例えばＣＰＵ１０３がステップＳ４０７の処理を実行する部分など）と、前
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記第２可変表示手段による識別情報の可変表示の表示結果を前記特定表示結果とするか否
かを、当該識別情報の可変表示の表示結果が導出表示される以前に判定する第２事前判定
手段（例えばＣＰＵ１０３が第２特別図柄プロセス処理にてステップＳ４０７に対応する
処理を実行する部分など）と、前記第１事前判定手段の判定結果に応じて前記第１可変表
示手段における識別情報の可変表示を開始してから表示結果を導出表示するまでの第１可
変表示時間と、前記第２事前判定手段の判定結果に応じて前記第２可変表示手段における
識別情報の可変表示を開始してから表示結果を導出表示するまでの第２可変表示時間とを
設定する可変表示時間設定手段（例えばＣＰＵ１０３がステップＳ２４５、Ｓ２４６、Ｓ
２４８、Ｓ２５０、Ｓ２５４、Ｓ２５７、Ｓ２５９、Ｓ２６０、Ｓ３１５、Ｓ３１７、Ｓ
３１８、Ｓ３２０、Ｓ３２２、Ｓ３２３の処理を実行する部分など）と、前記第１及び第
２可変表示手段それぞれによる識別情報の可変表示を開始してから表示結果を導出表示す
るまでの経過時間を計測する時間計測手段（例えばＣＰＵ１０３が第１及び第２特別図柄
プロセス処理にてステップＳ３３２の処理あるいはそれに対応する処理を実行する部分な
ど）と、前記時間計測手段による計測によって前記可変表示時間設定手段によって設定さ
れた可変表示時間が経過したか否かを判定する計測判定手段（例えばＣＰＵ１０３が第１
及び第２特別図柄プロセス処理にてステップＳ３３３の処理あるいはそれに対応する処理
を実行する部分など）と、前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示中に前記第１
可変表示手段を表示制御することにより、前記第１可変表示手段による識別情報の可変表
示の表示結果が前記特定表示結果となることを予告する第１予告演出を実行する旨の決定
と、前記第２可変表示手段による識別情報の可変表示中に前記第２可変表示手段を表示制
御することにより、前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示の表示結果が前記特
定表示結果となることを予告する第２予告演出を実行する旨の決定とを行う予告演出決定
手段（例えばＣＰＵ１０３がステップＳ４３４またはＳ４３７の処理にて演出モードフラ
グの値を「４」または「５」に設定した後に、ステップＳ２４８またはＳ２５０の処理を
実行する部分など）と、前記第１可変表示手段による可変表示を開始した後、前記計測判
定手段により可変表示時間が経過した旨の判定がなされたときに、前記第１事前判定手段
の判定結果に応じた表示結果を前記第１可変表示手段に導出表示させ、前記第２可変表示
手段による可変表示を開始した後、前記計測判定手段により可変表示時間が経過した旨の
判定がなされたときに、前記第２事前判定手段の判定結果に応じた表示結果を前記第２可
変表示手段に導出表示させる可変表示制御手段（例えば演出制御用ＣＰＵ１３０が第１及
び第２表示制御プロセス処理にてステップＳ１５２の飾り図柄可変表示中処理やステップ
Ｓ１５３の飾り図柄停止待ち処理、あるいはそれらに対応した処理を実行する部分など）
と、前記予告演出決定手段によって前記第１及び第２予告演出を実行する旨の決定がなさ
れたときに、前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示中において前記第１予告演
出を実行するとともに前記第２可変表示手段による識別情報の可変表示中において前記第
２予告演出を実行する制御を行う予告演出制御手段（例えばＣＰＵ１０３によるステップ
Ｓ２４８またはＳ２５０の処理に応じて、演出制御用ＣＰＵ１３０が第１及び第２表示制
御プロセス処理にてステップＳ５１５あるいはそれに対応する処理を実行することにより
、例えば図３３（Ｈ）～（Ｏ）や図３４（Ｇ）～（Ｓ）に示すような演出を第３及び第４
可変表示装置４Ｃ、４Ｄの表示により実行する部分など）とを備え、前記時間計測手段は
、前記第１可変表示手段に前記特定表示結果が導出表示され、かつ、前記第２可変表示手
段にて識別情報の可変表示が実行されているときに、前記第１可変表示手段に前記特定表
示結果が導出表示された第１の時点で前記第２可変表示手段による識別情報の可変表示に
おける経過時間の計測を中断し、前記第１可変表示手段にて前記特定表示結果が導出表示
されたことに基づく前記特定遊技状態が終了した第２の時点で経過時間の計測を再開する
計測中断再開手段（例えばＣＰＵ１０３がステップＳ２７６の処理を実行した後にステッ
プＳ３３１にてＹｅｓと判定する部分、及びステップＳ２８９の処理を実行した後にステ
ップＳ３３１にてＮｏと判定する部分など）を含み、前記予告演出決定手段は、前記第２
可変表示手段による識別情報の可変表示を開始するときに、前記第２可変表示手段による
識別情報の可変表示中において前記第２予告演出を実行するか否かを決定する第２予告演
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出決定手段（例えばＣＰＵ１０３がステップＳ３２２にてリーチＢ、リーチＤ－２、リー
チＥのリーチ時可変表示パターンのいずれかに決定する部分、あるいはステップＳ３２３
にて通常Ｃの通常時可変表示パターンに決定する部分）と、前記第１可変表示手段による
識別情報の可変表示を開始するときに、前記第１事前判定手段によって前記特定表示結果
とする旨の判定がなされ、かつ、前記第２可変表示手段により実行中の識別情報の可変表
示の表示結果を前記第２事前判定手段により前記特定表示結果としない旨の判定がなされ
ていたときに、前記第２予告演出決定手段によって当該識別情報の可変表示中に前記第２
予告演出を実行する旨に決定されているか否かを判定する第２予告演出実行判定手段（例
えばＣＰＵ１０３がステップＳ４３３の処理を実行する部分）と、前記第２予告演出実行
判定手段によって前記第２予告演出を実行する旨の決定がなされたと判定されたとき（ス
テップＳ４３３にてＹｅｓの判定がなされたとき）に、前記第１可変表示手段による識別
情報の可変表示中において前記第１予告演出を実行する旨の決定を行う第１予告演出実行
決定手段（例えばＣＰＵ１０３がステップＳ４３４の処理にて演出モードフラグの値を「
４」に設定した後に、ステップＳ２４８の処理を実行する部分）と、を含む。ここで、前
記可変表示制御手段は、前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示中において前記
第１予告演出を実行するとともに前記第２可変表示手段による識別情報の可変表示中にお
いて前記第２予告演出を実行した後、前記第１可変表示手段による識別情報の可変表示の
表示結果として前記特定表示結果が導出表示されるように、前記第１及び第２予告演出の
実行を制御してもよい（例えばＣＰＵ１０３によるステップＳ２４８の処理に応じて、演
出制御用ＣＰＵ１３０がステップＳ５１５あるいはそれに対応する処理を実行することに
より、例えば図３３（Ｈ）～（Ｏ）に示すような演出を第３及び第４可変表示装置４Ｃ、
４Ｄの表示により実行する部分）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　第１可変表示手段に特定表示結果が導出表示されたときに第２可変表示手段にて識別情
報の可変表示が実行されていると、第１可変表示手段に特定表示結果が導出表示されたこ
とに基づく特定遊技状態が開始される第１の時点で第２可変表示手段による識別情報の可
変表示における経過時間の計測が中断される。その後、当該特定遊技状態が終了した第２
の時点で経過時間の計測が再開される。
　これにより、第１可変表示手段における識別情報の可変表示の表示結果に基づく特定遊
技状態と、第２可変表示手段における識別情報の可変表示の表示結果に基づく特定遊技状
態とを同時に発生させないようにすることができる。また、第１可変表示手段に特定表示
結果が導出表示されるまでは第２可変表示手段にて識別情報の可変表示が進行するため、
第１可変表示手段に特定表示結果が導出表示されることを遊技者が認識することは困難で
ある。
　加えて、第１始動条件が成立したことに基づく第１可変表示手段による識別情報の可変
表示において第１予告演出が実行されるとともに、第１始動条件とは異なる第２始動条件
が成立したことに基づく第２可変表示手段による識別情報の可変表示において第２予告演
出が実行される。これにより、演出のバリエーションを増加させて、多様な演出により遊
技の興趣を向上させることができる。
　このように、複数の可変表示手段による識別情報の可変表示中における識別情報の可変
表示態様や演出態様を適切に制御することによって、遊技の興趣を向上させることができ
る。
　さらに、第１事前判定手段によって特定表示結果とする旨の判定がなされたときに、既
に実行されている第２可変表示手段による識別情報の可変表示中において第２予告演出を
実行する旨の決定がなされていれば、第１可変表示手段による識別情報の可変表示中にお
いて第１予告演出が実行されることになる。
　こうした第１及び第２予告演出により遊技者は、第１及び第２可変表示手段による識別
情報の可変表示中に行われる演出に対して興味を持つことができるので、遊技の興趣を向
上させることができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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